
左 ： 下水管の損傷により、水が溢れ出しているクアラルンプールの道路。
右 ： 損傷の原因の一つは木の根の侵入。写真は下水管の中に入り込んだ
木の根の様子。

下水道維持管理ロ
ボットの先端にカッ
ター刃を取り付け、管
内の異物除去や補
修時にも活用できる。

＊JICA「マレーシア国 大都市圏上下水道PPP事業 準備調査（PPPインフラ事業）報告書」、2012年6月。
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2019年7月に行った施工の実演の様
子。参加者からは「現場で使用してみ
たい」など好意的なコメントが寄せら
れ、現地の新聞でも取り上げられた。

下水管内の異物や木の根を除去できる
「スーパーミニモグプラス」。約25㎏と軽
量で操作も簡単。機能をシンプルに設計
して、価格を低く抑えた。

　
日
本
は
1
9
7
0
年
代
か
ら
マ

レ
ー
シ
ア
の
下
水
道
に
関
す
る
協
力
を

し
て
き
た
。
そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、
現

在
で
は
国
民
の
約
7
割＊

が
下
水
道
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
い
ま

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
て

敷
設
さ
れ
た
下
水
管
が
、
経
年
劣
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腐
食
、
異
物
の
詰
ま
り
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ど
に
よ
っ
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で
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。

　
傷
ん
だ
下
水
管
を
交
換
す
る
作
業
は

生
活
へ
の
影
響
や
自
治
体
の
負
担
が
大

き
い
。
大
事
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の
は
、
損
傷
が
小
さ
な

う
ち
に
異
物
を
取
り
除
い
た
り
亀
裂
を

補
修
し
た
り
し
て
延
命
を
図
る
、
予
防

保
全
だ
。
し
か
し
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、
予
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ノ
ウ
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足
な
ど
か
ら
対
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分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
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が
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。

　
そ
こ
で
活
躍
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の

が
、
人
が
入
れ
な
い
狭
い
空
間
で
も
異

物
の
除
去
等
が
で
き
る
下
水
道
維
持
管

理
ロ
ボ
ッ
ト
だ
。
こ
う
し
た
機
器
を
扱

う
北ほ

く
り
ょ
う菱
は
J
I
C
A
と
連
携
し
て
19

年
に
現
地
調
査
を
開
始
。
自
社
製
品
が

現
場
の
需
要
に
応
え
る
か
ど
う
か
の
確

認
や
、
販
路
の
開
拓
な
ど
を
行
っ
た
。

現
場
が
寄
せ
る
熱
い
期
待

　
代
表
取
締
役
の
谷
口
直
樹
さ
ん
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
事
業
を
展
開
す
る
こ
と

の
意
義
を
次
の
よ
う
に
話
す
。「
ロ
ボ
ッ

ト
の
普
及
は
、
技
術
の
効
率
的
な
活
用

に
よ
り
下
水
処
理
能
力
の
向
上
を
目
指

す
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
方
針
と
合
致

地方
から世界を目指す
北菱

　1950年創業。石川県を拠点に建機部
品・航空エンジン部品の加工製造、下水
道維持管理ロボットの開発・製造販売な
どの事業を行っている。外国人材の受け
入れなどSDGsにも積極的に取り組んでお
り、現在20名ほどの実習生が難度の高
い溶接などの技術を学んでいる。

し
ま
す
。
弊
社
は
も
と
も
と
日
本
国
内

向
け
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
て
き
ま
し

た
が
、
パ
ワ
ー
と
扱
い
や
す
さ
の
両
立
、

堅
牢
性
、
低
価
格
に
こ
だ
わ
っ
て
開
発

し
た
結
果
、
途
上
国
の
需
要
に
も
応
え

る
も
の
に
な
り
ま
し
た
」。
現
地
の
販

売
代
理
店
や
下
水
道
維
持
管
理
の
施
工

業
者
に
向
け
た
実
演
会
で
は
、
性
能
の

高
さ
に
驚
き
の
声
が
上
が
り
そ
の
場
で

見
積
も
り
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
確
か

な
手
応
え
を
感
じ
た
と
い
う
。

　
現
在
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
保
守
サ
ー
ビ

ス
や
周
辺
国
へ
の
展
開
も
見
込
ん
で
現

地
の
販
売
業
者
と
の
協
力
態
勢
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
将
来
的

に
は
現
地
拠
点
の
設
立
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
と
い
う
。「
下
水
道
の
維
持
管

理
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
だ
け
で
な
く
日
本

も
直
面
し
て
い
る
世
界
的
な
課
題
で
す
。

弊
社
が
30
年
以
上
に
わ
た
っ
て
培
っ
て

き
た
技
術
は
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
世

界
の
持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
の
実
現

に
も
広
く
貢
献
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま

す
」
と
、
谷
口
さ
ん
は
力
強
く
語
っ
た
。

北菱 代表取締役
谷口直樹（たにぐち・なおき）さん（中央）
 「スーパーミニモグプラス」は2019年度グッド
デザイン賞やエコデザイン賞の大賞を受賞。
これからの社会が維持管理ロボットに求める、
さまざまな要件を満たした点が評価された。

“モノ作り”の力でインフラ
課題に挑みます！ 

下水管の損傷が社会問題になっているマレーシア。
原因は維持管理が十分に行われていないことにある。
「維持管理をより低コストで、簡単に」━日本発の維持管理ロボットは、
マレーシア下水道事業の救世主を目指す。

ロボットが変える
下水管の維持管理

案件名 下水道維持管理ロボットによる下水道管路の維持管理案件化調査
2019年2月～2020年1月
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